
人流データ利活用研究会の開催について（案） 

令和６年２月●日 

連携会議座長決定 

１． 目的 

民間企業が保有する人流データ※等を活用した試行的な取組を実施するこ

とにより、各府省の公的統計におけるビッグデータの利活用を促進すること

を目的として、ビッグデータ等の利活用に関する産官学協議のための連携会

議（以下「連携会議」という。）の下で、人流データ利活用研究会（以下「研

究会」という。）を開催する。 

※ 携帯端末の位置情報を基に算出するなど人の動きに関するデータをいう。

２． 検討事項 

（１）人流データ等の特性の分析について

（２）人流データ等を活用した公的統計の補完の可能性について

（３）その他人流データ等を活用した試行的な取組について

３． 構成及び運営 

（１）研究会の構成員は、別紙のとおりとする。

（２）必要に応じて研究会の構成員以外の関係府省、データホルダー等の

関係者に対し研究会への出席を求め、意見を聴くことができる。 

（３）その他、研究会の運営に必要な事項は、研究会において協議して定

める。 

４． 議事の公開等 

（１）研究会は、原則、非公開とする。

（２）研究会における検討状況は、必要に応じて連携会議に報告すること

ができる。 

５． その他 

研究会の庶務は、総務省統計品質管理推進室において処理する。 
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